
日本基督教団 八ヶ岳伝道所  主日礼拝  NO.1141  2020 年 10 月 11 日 

牧師  山本 護  奏楽 山本 恵美  第一部礼拝  司式  竹内 雅子 9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います              第二部礼拝   司式 清水 由可 11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  68 父なるみかみに 

祈  禱 

聖  書 イザヤ書 45:15 

         コロサイの信徒への手紙 3:3 

讃 美 歌 294 みめぐみゆたけき 

説  教 『 神が隠れておられる場 』 

祈  禱 

讃 美 歌  520 しずけき河のきしべを 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 544 あまつみたみも 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面のあいだ省略します 

 「まことにあなたは御自分を隠される神。イスラエルの神よ、あなたは救いを与えられる(ｲｻﾞﾔ

45:15)」。神はなぜ御自分を隠されるのか。隠れていないで厳かな姿を現し、具体的に「神の義」を示

してくれれば、人間はひれ伏して忠実になれるのに…。御自分を隠すとは「人間には分からない」と

いう消極的な話ではない。愛や恵みとはとうてい思えない状況におられる、ということではないのか。 

パウロは「隠れた神=知られざる神」をキリストとして宣べ伝えた(使徒 17:23)。そのために「苦労

したことはずっと多く、投獄されたこともずっと多く、鞭打たれたことは比較できないほど多く、死

ぬような目に遭ったことも度々だった(Ⅱｺﾘﾝﾄ 11:23)」。数多の苦難はさらに語られるが(11:24~28)、

こんな状況の中に神は御自分を隠し、パウロはその隠れた神によって働いた。神を固着させるような

イメージや形象は一貫して禁じられるが(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 20:4)、これも「御自分を隠される」ことなのか。 

まもなく宗教改革記念日、ルターの言葉を聞こう。「我々の善はあたかも正反対のものの下に隠され

ているほど、かくも深く隠されている。かくして我々の命は死の下に、喜びは我々の憎しみの下に、

栄光は屈辱の下に、救いは滅びの下に、天国は地獄の下に、知恵は愚かさの下に、義は罪の下に、力

は弱さの下に隠されている(ロマ書講解)」。神は深く「御自分を隠される」が、「遠くに」ではない。 

「あなたがたは死んだのであって、あなたがたの命は、キリストと共に神の内に隠されている(ｺﾛｻ

ｲ 3:3)」。隠されているのは神ばかりか、私の命も隠されていると言う。これはどういうことなのか。

能力や功績にこだわる私は死に、金や地位が気になる私は死んで、隠された「命」に注目する。命は、

世のただ中にありながら隠されている。洗礼によってキリストと共に葬られ、キリストと共に「隠れ

た神の内」に復活する(2:12)。隠れた神を世に引き寄せて、人為的な信仰に当てはめるような矮小化

ではない。世に支配されていた私がキリストと共に死に、隠れた神の内に移されて復活するのだ。 

だからといって隠棲するわけではない。私たちはルターのように、世のただ中にいて死の下を掘る。

憎しみの下を、屈辱の下を、滅びの下を、地獄の下を、愚かさの下を、罪の下を、弱さの下を掘る。

私たちの命は、キリストと共にそこに隠されている。世に現われている喜びや栄光、知恵や義を懸命

に磨き上げれば、栄誉や手柄は得られるだろう。しかしそれらは、キリスト者が目指すものではない。 

「わたしは苦難の中から呼び求めるあなたを救い、雷鳴に隠れてあなたに答える(詩編 81:8)」。一心

に呼び求めると、神は思ってもみない所から御手を差し伸べて、私たちを救い出して下さるだろう。

だが優しく甘く、とは限らない。詩人は、恐ろしい雷鳴の中に愛の言葉を聞いた。神の怒りと捉えな

がら、その奥に隠された愛を感じ取った。感覚や想像力によってではなく、信仰という無力によって。 

私たちは、詩人のように鋭敏な信仰者ではないかもしれない。だが私は、キリストと共に死に、キ

リストと共に復活させられ(ｺﾛｻｲ 2:12)、キリストと共に「御自分を隠される神」の内に隠される(3:3)。

キリストと共にある私たちの命は、神が隠れている場で、神が決めた時に用いられることになろう。 

なぜ神は正反対なものの下に隠れているのか 義の下に居ると人間の義の範囲に納められることに 

命の下に居るとせいぜい大きな生命にされるだけ 信仰の眼がひっくり返される端緒であるために 

第一部礼拝と二部礼拝の間 10:30～11:00 に「立ち飲みコーヒー」を準備しました。セルフでどうぞ。

礼拝後しばし残る人と早めに来た人が出会う、駅前や町角にあるコーヒースタンドのイメージです。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


